
 

 第 2 次裾野市環境基本計画の策定に向けた「裾野市環境市民会議」 

すそのワークショップ★ニュース 
 

 

裾野市の環境について、「過去」と「将来」を考えました！  
 

■望ましい環境像とは？                                                                   
 望ましい環境像とは、裾野市がこれからどのような環境を目指して、

環境基本計画を進めていくのかを示す、基本となる目標（キャッチフレ

ーズ）です。20～30 年後の裾野市をイメージしています。 

 望ましい環境像は、市・市民・事業者・滞在者等が目指していく方向

性を示すものであることから、みんなにわかりやすく、かつ親しみやす

いものである必要があります。 

 

■第３回プログラム                                                                               

  

 

 

■裾野市環境市民会議スケジュール                                                                               
回 開催日時 会議の内容 

第 1 回 平成 27 年 4 月 21 日 
 環境基本計画の基本的事項、裾野市の環境の現状の説明 
 環境課題の検討 

第 2 回 平成 27 年 5 月 22 日 

 低炭素社会についての講演【低炭素社会についての勉強会①】 

 温室効果ガス排出量等の現状の説明 

 低炭素社会についての検討 

第 3 回 平成 27 年 6 月 8 日  将来イメージ、望ましい環境像の検討 

第 4 回 平成 27 年 6 月 26 日 

 低炭素社会についての講演【低炭素社会についての勉強会②】 

（事業者の取り組み紹介） 

 取り組みの検討 

第 5 回 平成 27 年 7 月 10 日 
 行政提案・重点プロジェクト（案）の説明 

 重点プロジェクトの検討 

第 6 回 平成 27 年 9 月 4 日  重点プロジェクトの検討 

第 7 回 平成 27 年 9 月 28 日 
 重点プロジェクトの検討 

 最終発表 

 

■ワークショップ（グループ協議）                                                                               
 A、B、C の 3 グループに分かれて議論を行いました。 

 環境基本計画の顔とも呼べる「望ましい環境像」を検討する

ため、裾野市の環境について「過去」「現在」「将来」の視点で

議論しました。最後にキャッチフレーズの案をみんなでつくり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ふりかえり                                                                                
 会議の最後に、今回の感想などを「ふりかえりアンケート」（一部抜粋を以下に紹介）に記入していただき

ました。 

 

 

 

日時：平成 27 年 6 月 8 日（月） 

13：00～15：00 

場所：裾野市役所 401 会議室 

 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ ワークショップ 

(1)ワークショップの進め方説明 

(2)裾野市の昔の環境について紹介（田口委員） 

(3)役割分担 

(4)「過去」の振り返りと将来イメージの検討 

(5)望ましい環境像の検討 

(6)グループ発表 

４ ふりかえりアンケート記入 

５ 閉会 

【お問合せ先】 

裾野市役所環境市民部生活環境課 

TEL：055-995-1816 FAX：055-992-4447 

kankyou@city.susono.shizuoka.jp 

NO.3 

グループ発表で情報を

共有します。 

○Ｃ 裾野市 

 各々の方が裾野に移住する期間相違があり、見方、考え方が異なり、種々の勉強になりました。 

 昔の写真でホテルが現在の公園にあったことや、製糸工場があ

ったことなど、知らない裾野市の歴史が勉強になりました。 

 ワークショップが 3 回と進み、理解が早くなってきた。 

 昔の裾野のスライドが印象に残りました。 

 事前検討シートはとても良い。 

 キャッチフレーズは難しい。 

すそのブランド

認定お菓子。第 2

弾は幻の紅茶「た

だにしき」が入っ

たクッキーをい

ただきました！ 

平成 27 年 6 月 26 日発行 

昔話で盛り上がりました！ 

裾野市の昔の環境を、写真を交

えて分かりやすく紹介していた

だきました。 

「第 1 次環境基本計画」の 

望ましい環境像は、 

富士山のふもと 

森・水・文化を育む すその 
でした。 

過去 

 

・池や川で泳げた 

・家庭排水が垂れ流されていた 

・車が少なかった 

・ごみを燃やしていた 

・里山の薪でお湯を沸かしていた 

・田んぼや畑が多かった 

・メダカやホタルがいた 

・季節感があった 

・どこからでも富士山が見えた 

・木炭自動車が走っていた 

・リターナブルびんがあった など 

 

 

 

将来 

 

・川がきれいになっている 

・地産地消が行われている 

・多くの生きものがすむ森がある 

・エコツアーが盛んになっている 

・エコカー導入率トップになっている 

・エネルギーを基盤とした災害に強いまち 

・緑の木陰が増えている 

・環境リーダーが育っている など 

 

【キャッチフレーズ（案）の一部抜粋】・・・全部で 16 案できました！ 

○水・森・豊かで快適なまちをめざして ～コンパクトシティ すその～ 

○富士・箱根・愛鷹 3 つの山の恵みに感謝し 活力ある市民が暮らすまち 裾野 

○地球市民の宝 富士の裾広がる 環境のまち  

○富士山のすその マイナスイオンあふれる 水と緑のまち 

現在 

 

第 1 回 

ワークショップ 

で検討済み 


